
 
 

令和７年度「川崎市上下水道局業務改善・研究発表会（水道部門）」を 

開催し、最優秀賞を選出しました 

 
 

令和７年５月９日（金）に本庁舎２階ホールにおいて「川崎市上下水道局業務改善・研究発表会（水

道部門）」を開催し、日常業務等で得られた調査・研究結果など全１４編の発表の内、最優秀賞１編と

優秀賞２編を選出し、上下水道事業管理者から表彰を行いました。なお、当日は川崎市職員、他自治

体職員、報道機関等からの聴講者も含め１４２名が参加し、活発な議論や情報共有がなされました。 
 

１ 表彰 
 

 ◇最優秀賞◇ 
 

  「脱炭素化に繋がる相模川上流からの優先取水の取組」 

施設整備課  土田
つちだ

 等 則
としのり

 

 
 

 ◇優秀賞◇ 

  「基幹管路整備工事における設計・施工一括発注方式の導入（事例報告）」 

施設整備課  小 林
こばやし

 智也
ともや

 
 

  「水道事業における官民連携（ＤＢＯ方式」の実践実例 

～設計・建設業務におけるモニタリング手法～」 

施設整備課  山 口
やまぐち

 大地
だいち

 

 
 

 

 

 

 

 

         熱気で満ちた発表          上下水道事業管理者・審査員・発表者 勢揃い 

 今後も高度で効率的な事業運営及び市民サービス向上のため、様々な職種の職員がそれぞれ所管業務

について調査・研究を行い、専門知識及び技術向上を目指すことで、市民生活の安心・安全を守るため、

努力していきます。 

 
２ その他 

  下水道部門については、令和８年１月の開催を予定 
しています。 

令和７年５月１２日 
報 道 発 表 資 料 
川崎市（上下水道局） 

問合せ先 
川崎市上下水道局庶務課 寺岡 
電話 044－200－3095 

～発表概要～ 
本市の浄水場統廃合に伴い未利用となった水利

権は自然流下で導水することができることから、

県内の用水供給事業者が新たに利用することで、

CO2 の削減など様々な効果を得た取組 


